

















































































の A. W. Entwistleの研究 8、坂田貞二、橋本泰元によるブラジュ巡礼文献についての研究 9、
坂田と橋本に田中多佳子と福永正明を加えた同巡礼の総合的研究 10、さらに橋本による

























































































































































ば、B師の父は 34日間だったので、B師とその兄弟 1人は等分に 17日間ずつ受け継い


































































この竈の火は前述の創建以来燃え続けているという akhanḍa vaidika agni／ jotiであるが、
現在でも木のみを燃料とすることができると決まっている（Aおよび C）。





















Mandir Śrī Radhāramaṇjī Mahārajで、UP州に「ソサエティ（Society）34」として法的に登録
された機関（registered society）である（Aおよび B）。最初の登録はイギリス植民地期の
1860年施行の Society Act下の 1881年で、以来登録が更新されながら現在に至ってい
る 35。
　パンチャーヤトのメンバーは計 13名で、セクレタリー（Secretary）、副セクレタリー
（Vice Secretary）、出納責任者（Treasurer）の各 1名と、役職なしの委員（Members）の 10












第 5ターマーには 2名のみ存命のためか、現在はこの 2名ともパンチャーヤト委員には
入っておらず、このターマーの 2名分は他のターマーから出ている。なお、パンチャーヤ























































































































　ヴリンダーヴァン調査期間中は Śrī Caitanya Prem Sansthān（Jaisingh Gherā）での滞在に
よって円滑な調査が可能となりました。宿泊を許可くださったシュリーワッツ・ゴース












7 デリーからは車で 3-4時間ほど。町の近くまで NH2（国道 2号線）とヤムナー・ハイウェイ
が通じている。さらにマトゥラー経由で列車や長距離バスでも容易にアクセスが可能である。
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24 なお B師も最初はこの質問には 40家と答えた。
25 マーガレット・ケースは 42家としている（Case, Margaret H, Seeing Krishna, The Religious 






















36 具体的には income ACT 12Aの免除規定による（Bおよび C）。
37 ただし、儀礼の次第や寺院の規則などは模倣されていることは多いという（Aおよび B）。
38 ただし、七寺院のひとつゴークラーナンダ寺院では、現在では正統に寺院を継ぐブラーマン
であるゴースワーミー師が途絶えているため、祭礼にて儀礼をおこなっているのはインタ
ビューした A師と C師である。
39 ただし、ヴリンダーヴァンではパンダーのコミュニティは強力だという（B）。
40 YouTubeでもそのような動画を多数視聴することができる。
41 B師はこれまでインド全国以外にも、海外 15か国（アメリカ、イタリア、イギリス、フラン
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ス、ドイツ、オーストリア、スイス、ポーランド、スウェーデン、ブラジル、南アフリカ、
アルゼンチンなど）でカターを開催したという。
キーワード：インド、ヴリンダーヴァン、チャイタニヤ派、ラーダーラマン寺院、
　　　　　　ゴースワーミー
